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本章では、 (1)同期入社者内の賃金格差は、 1980年代は70年代に比べておおむね縮小している。 (2)70年代--80年代前半
期に賃金格差が縮小した要因は、各企業とも一様に賃上げ率が小さくなったためである。 (3)70年代後半以降の賃上げ
率の低下は、企業業績と消費者物価上昇率の低下による。 (4)80年代後半の賃金格差の拡大・縮小の方向と程度は、企
業ごとに異なり、 90年代は賞与格差を拡大する企業が出てきたことが明らかになった。
終章は内部労働市場の中の労使関係と賃金配分における労働組合の役割について述べ、残された課題を論ずる。
論文審査の結果の要旨
本論文は日本の電機機器製造業の能力主義管理について次の三点を明らかにした。 (1)労働組合は何故、どのような
交渉を経て、人事査定を認めたのか、 (2)組合が教育訓練について発言し関与する場合、具体的に教育訓練制度とその
運用にどのような影響を与えているのか、 (3)能力主義管理の実態を企業内賃金格差の変化として見た場合、その要因
はどのように数量的に分解できるのか。以上いずれの問に関しても、組合文書資料、聞き取り、統計分析を駆使して、
一定の新しい知見を得ている o 本論文は博士(経済学)の学位論文として十分価値あるものと判断する。
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